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はじめに

　
　
　
は
じ
め
に

　
本
シ
リ
ー
ズ
『
瀬
戸
内
の
中
世
』
の
う
ち
、
巻
一
で
あ
る
本
書
は
、「
権
力
支
配
の
展
開
」「
中
世
城
館
の
様
相
」「
寺
社
と
宗
教
文
化
」

の
三
部
構
成
を
と
る
。
こ
れ
ら
は
、
こ
れ
ま
で
「
瀬
戸
内
」
と
い
う
地
域
性
と
深
く
関
連
さ
せ
る
こ
と
な
く
論
じ
ら
れ
て
き
た
テ
ー
マ
で

あ
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
瀬
戸
内
を
対
象
に
過
去
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
テ
ー
マ
は
、
航
路
や
流
通
、
港
町
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
が
多

く（
橋
本
久
和
・
市
村
高
男
編
『
中
世
西
日
本
の
流
通
と
交
通
　
行
き
交
う
ヒ
ト
と
モ
ノ
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
四
年
、
日
本
中
世
土
器
研
究
会
編

『
考
古
学
と
室
町
・
戦
国
期
の
流
通
　
瀬
戸
内
海
と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
道
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
一
年
ほ
か
）、
巻
二
を
構
成
す
る
「
流
通
体
系
の
交

錯
」「
港
湾
と
流
通
」「
鉄
と
焼
き
物
」
は
そ
の
分
野
に
新
た
に
切
り
込
む
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
本
書
で
は
、
中
世
社
会

に
お
け
る
地
域
権
力
の
中
枢
や
寺
社
な
ど
の
宗
教
文
化
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、「
瀬
戸
内
」
と
い
う
地
域
を
冠
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ど
の

よ
う
な
特
徴
が
導
き
出
さ
れ
る
の
か
が
、
全
編
を
通
じ
て
の
論
点
と
な
る
。

　
地
域
名
称
と
し
て
の
「
瀬
戸
内
」
と
い
う
言
葉
は
、
戦
国
末
期
の
宣
教
師
が
記
し
た
『
日
本
教
会
史
』
に
記
さ
れ
た
の
が
初
見
で
あ
る
。

小
地
域
ご
と
に
権
力
支
配
や
文
化
を
育
ん
だ
中
世
社
会
に
お
い
て
、
現
代
の
私
た
ち
が
想
定
す
る
「
瀬
戸
内
海
」
と
い
う
概
念
は
未
だ
成

立
し
て
い
な
い
。
備
讃
瀬
戸
や
芸
予
諸
島
、
防
予
諸
島
な
ど
の
多
島
海
域
と
周
辺
を
漠
然
と
「
瀬
戸
内
」
と
呼
称
し
、
そ
の
間
の
燧
灘
の

よ
う
な
広
い
海
域
は
「
灘
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た（
柴
田
昌
児
「
瀬
戸
内
と
い
う
見
立
て
」『『
瀬
戸
内
全
誌
』
中
間
報
告
書
「
間
」
か
ら
み
る
瀬

戸
内
　
瀬
戸
内
全
誌
の
た
め
の
素
描
』
瀬
戸
内
全
誌
準
備
委
員
会
、
二
〇
二
〇
年
）。
し
か
し
、
多
島
海
の
間
を
縫
っ
て
航
路
が
発
達
し
、
大
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小
さ
ま
ざ
ま
な
港
町
が
繁
栄
し
、
海
賊
が
跋
扈
す
る
海
を
眼
前
に
し
た
地
域
に
お
い
て
、
そ
の
影
響
は
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
に
及
び
、
地
域

社
会
の
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
本
書
で
取
り
上
げ
る
一
つ
一
つ
の
論
文
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
瀬
戸
内
の
中
世

の
特
徴
や
独
自
性
が
浮
か
び
上
が
り
、
新
た
な
地
域
像
が
結
ば
れ
る
に
違
い
な
い
。

　
で
は
本
書
の
構
成
と
各
論
の
論
点
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

　
第
1
部
は
「
権
力
支
配
の
展
開
」
で
あ
る
。
守
田
逸
人
「
讃
岐
国
主
要
港
湾
地
域
の
中
世
的
編
成
に
つ
い
て
」
で
は
、
讃
岐
国
を
対
象

に
都
鄙
を
結
ぶ
主
要
港
湾
の
中
世
的
編
成
に
つ
い
て
検
討
し
、
御
所
や
御
願
寺
造
営
を
契
機
に
王
家
領
・
摂
関
家
領
と
な
り
、
造
営
関
係

者
に
よ
る
国
務
下
で
立
荘
・
再
編
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
論
じ
る
。
川
岡
勉
「
中
世
後
期
の
瀬
戸
内
と
守
護
権
力
―
瀬
戸
内
中
部
を
中
心
と

し
て
―
」
で
は
、
瀬
戸
内
中
部
を
対
象
に
守
護
を
中
心
と
し
た
権
力
秩
序
の
あ
り
方
を
考
察
し
、
諸
国
が
内
海
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ

る
地
域
に
お
け
る
諸
権
力
の
複
雑
な
動
き
を
論
じ
る
。
中
平
景
介
「
戦
国
末
期
の
伊
予
河
野
氏
と
地
域
秩
序
―
天
正
年
間
を
中
心
と
し
て

―
」
で
は
、
伊
予
の
有
力
国
衆
や
境
目
国
衆
と
河
野
氏
と
の
関
係
に
着
目
し
、
天
正
年
間
の
伊
予
の
地
域
秩
序
を
描
き
出
す
。
乗
岡
実

「
戦
国
末
か
ら
豊
臣
期
の
大
名
居
城
―
城
地
の
移
転
と
城
郭
の
変
遷
―
」
で
は
、
瀬
戸
内
に
お
け
る
地
域
支
配
拠
点
の
変
遷
を
追
い
、
戦

国
期
か
ら
豊
臣
期
へ
移
行
す
る
過
程
で
圧
倒
的
多
数
の
大
名
居
城
が
移
転
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
、
城
郭
構
造
の
変
化
も

伴
い
な
が
ら
港
湾
掌
握
へ
と
傾
倒
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
第
2
部
は
「
中
世
城
館
の
様
相
」
で
あ
る
。
増
野
晋
次
「
周
防
山
口
の
大
名
居
館
　
大
内
氏
館
跡
」
で
は
、
大
内
氏
の
歴
史
と
中
世
山

口
を
構
成
す
る
城
館
、
寺
社
、
ま
ち
に
つ
い
て
ま
と
め
た
上
で
、
大
内
氏
館
跡
の
発
掘
調
査
成
果
を
詳
細
に
示
し
、
領
国
の
首
都
山
口
に

お
け
る
拠
点
と
な
っ
た
館
の
実
像
を
具
体
的
に
描
き
出
す
。
柴
田
亮
「
国
人
領
主
の
館
と
村
―
美
作
国
久
田
堀
ノ
内
遺
跡
の
中
世
居
館
を

中
心
に
―
」
で
は
、
山
陽
と
山
陰
を
つ
な
ぐ
要
衝
で
あ
る
美
作
国
の
津
山
盆
地
に
お
い
て
、
長
期
的
に
集
落
が
営
ま
れ
た
久
田
堀
ノ
内

遺
跡
の
居
館
の
成
立
や
変
遷
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
、「
久
多
庄
」
と
の
関
係
や
、
日
本
海
流
通
と
の
接
点
、
境
目
に
位
置
す
る
村
の
特

徴
ま
で
を
論
じ
る
。
柴
田
圭
子
「
守
護
の
居
城
　
湯
築
城
と
城
下
―
築
城
、
変
遷
と
地
域
へ
の
影
響
―
」
で
は
、
守
護
城
館
で
あ
る
湯
築
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城
と
地
域
と
の
関
係
に
注
目
し
、
築
城
や
城
下
の
形
成
が
中
世
の
道
後
地
区
と
松
山
平
野
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
述
べ
る
。
田
中
謙

「
海
賊
の
城
　
能
島
城
―
中
世
「
海
城
」
の
実
像
―
」
で
は
、
海
賊
の
城
で
あ
る
能
島
城
を
中
心
に
、
城
全
体
の
構
造
と
機
能
、
そ
の
変

遷
を
発
掘
調
査
成
果
か
ら
導
き
出
し
、「
海
城
」
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
も
見
解
を
提
示
す
る
。
高
山
剛
「
伊
予
・
土
佐
境
目

の
城
　
河
後
森
城
」
で
は
、
予
土
境
界
の
地
で
あ
る
河
原
淵
領
に
所
在
す
る
河
後
森
城
跡
の
発
掘
調
査
成
果
か
ら
、
時
期
を
追
っ
て
の
変

遷
や
そ
の
背
景
に
迫
り
、
戦
国
期
か
ら
織
豊
期
に
か
け
て
の
国
境
地
帯
の
複
雑
な
状
況
を
描
き
出
す
。

　
第
3
部
は
「
寺
社
と
宗
教
文
化
」
で
あ
る
。
苅
米
一
志
「
中
世
瀬
戸
内
に
お
け
る
寺
社
の
形
成
―
縁
起
の
話
型
に
注
目
し
て
―
」
で
は
、

寺
社
縁
起
を
読
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
瀬
戸
内
の
中
世
寺
社
の
形
成
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
舟
運
を
利
用
し
た
中
央
大
寺
社
か
ら
の
宗
教

者
の
下
向
、
国
衙
関
係
者
な
ど
受
容
層
と
の
接
触
、
そ
し
て
荘
園
に
お
け
る
末
寺
末
社
の
形
成
を
多
く
の
事
例
か
ら
導
き
出
す
。
上
野
進

「
中
世
・
近
世
移
行
期
に
お
け
る
讃
岐
国
観
音
寺
の
展
開
―
宗
教
空
間
と
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
―
」
で
は
、
観
音
寺
の
中
世

後
期
以
降
の
展
開
、
信
仰
世
界
と
港
町
の
住
民
の
結
び
つ
き
を
総
合
的
に
分
析
し
、
亡
者
追
善
の
場
の
形
成
過
程
を
地
域
社
会
と
の
関
わ

り
か
ら
見
通
す
。
松
田
朝
由
「
石
造
物
文
化
圏
の
展
開
と
外
部
産
石
造
物
の
流
通
―
中
世
瀬
戸
内
を
対
象
と
し
て
―
」
で
は
、
瀬
戸
内
の

石
造
物
文
化
圏
を
抽
出
し
、
そ
の
内
部
に
他
地
域
の
石
造
物
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
を
概
観
し
、
中
世
瀬
戸
内
の
石
造
物
文
化
圏

の
動
態
を
論
じ
る
。

　
各
論
へ
の
評
価
は
読
者
そ
れ
ぞ
れ
に
任
せ
る
と
し
て
も
、
本
書
で
論
じ
ら
れ
る
内
容
に
よ
り
、
瀬
戸
内
と
い
う
地
域
か
ら
連
想
さ
れ
る

外
部
に
開
か
れ
た
印
象
と
は
異
な
り
、
小
地
域
、
あ
る
い
は
検
討
さ
れ
た
分
野
ご
と
に
複
雑
で
多
彩
な
歴
史
が
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
理

解
さ
れ
る
。
本
書
が
起
点
と
な
り
、
中
世
の
瀬
戸
内
に
つ
い
て
の
議
論
が
深
ま
り
、
よ
り
地
域
史
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
に
期
待
し
た

い
。

　
　
　
二
〇
二
五
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
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